
別
表
第
一
第
十
号
の
課
税
物
件
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

保
険
証
券

１

保
険
証
券
と
は
、
保
険
証
券
そ
の
他
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
保
険

法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
（
損
害
保
険
契
約

の
締
結
時
の
書
面
交
付
）、
第
四
十
条
第
一
項
（
生
命
保
険
契
約
の
締
結

時
の
書
面
交
付
）
又
は
第
六
十
九
条
第
一
項
（
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約

の
締
結
時
の
書
面
交
付
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
保
険
契
約
に

係
る
保
険
者
が
当
該
保
険
契
約
を
締
結
し
た
と
き
に
当
該
保
険
契
約
に
係

る
保
険
契
約
者
に
対
し
て
交
付
す
る
書
面
（
当
該
保
険
契
約
者
か
ら
の
再

交
付
の
請
求
に
よ
り
交
付
す
る
も
の
を
含
み
、
保
険
業
法
第
三
条
第
五
項

第
三
号
（
免
許
）
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
保
険
契
約
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第��号)官 報

（
電
源
開
発
促
進
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

電
源
開
発
促
進
税
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
十
三
条
第
一
項
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る

時
効
の
期
間
は
、
同
項
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の
期
間
に
よ
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
一
年
」
を
「
三
年
」
に
、「
二
十
万
円
」
を「
百
万
円
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
十
万
円
を
こ
え
る
」
を
「
百
万
円
を
超
え
る
」
に
、「
、
二
十
万
円
を
こ
え
」
を

「
、
百
万
円
を
超
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
を
削
る
。

第
二
十
五
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
三
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

第
十
一
条
第
四
項
又
は
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
怠
つ
た
者

第
二
十
五
条
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

三

第
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
二
十
六
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
一
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
」
を
「
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

三

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
せ
ず
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
つ
た
者

第
二
十
七
条
中
「
第
二
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

（
国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
二
十
六
条
・
第
百
二
十
七
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条
e

第
百
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
六
号
ハ
]
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
第
三
項
第
二
号
ロ
中
「
第
二
条
第
四
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
三
十
八
号
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
四

十
二
号
に
規
定
す
る
清
算
中
の
予
納
額
」
を
削
り
、「
、
同
法
第
九
十
条
」
を
「
又
は
同
法
第
九
十
条
」
に
改
め
、「
又

は
同
法
第
百
条
（
解
散
の
場
合
の
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
額
か
ら
の
所
得
税
額
の
控
除
）
の
規
定
に
よ
る
控
除

を
さ
れ
る
べ
き
所
得
税
の
額
」
を
削
る
。

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
法
人
税
法
」
を
「
、
法
人
税
法
」
に
、「
事
後
設
立
を
い
う
」
を
「
現
物
分
配
又
は

同
法
第
六
十
一
条
の
十
三
第
一
項
（
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人
の
間
の
取
引
の
損
益
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

同
項
に
規
定
す
る
譲
渡
損
益
調
整
資
産
の
譲
渡
を
い
う
」
に
、「
同
条
第
十
二
号
の
二
」
を
「
同
法
第
二
条
第
十
二
号

の
二
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
二
号
の
六
に
規
定
す
る
事
後
設
立
法
人
」
を
「
、
同
条
第
十
二
号
の
六
に
規
定
す
る
現

物
分
配
法
人
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
譲
渡
損
益
調
整
資
産
を
譲
渡
し
た
法
人
」
に
、「
同

条
第
十
二
号
の
三
」
を
「
同
法
第
二
条
第
十
二
号
の
三
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
二
号
の
六
の
二
に
規
定
す
る
被
事
後

設
立
法
人
」
を
「
、
同
条
第
十
二
号
の
六
の
二
に
規
定
す
る
被
現
物
分
配
法
人
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
十
三
第
二

項
に
規
定
す
る
譲
受
法
人
」
に
、「
同
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
を
「
同
法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
を
第
百
二
十
八
条
と
す
る
。

第
百
二
十
六
条
中
「
三
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
七
条
と
し
、
第
十
章
中
同
条
の
前

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
六
条

国
税
に
関
す
る
調
査
（
不
服
申
立
て
に
係
る
事
件
の
審
理
の
た
め
の
調
査
及
び
国
税
の
犯
則
事
件

の
調
査
を
含
む
。）若
し
く
は
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
情
報
の
提
供
の
た
め
の
調
査
に
関
す

る
事
務
又
は
国
税
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し
て
い
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
が
、
こ
れ
ら
の
事
務
に
関

し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
十
七
条
第
一
項
中
「
免
か
れ
る
」
を
「
免
れ
る
」
に
、「
隠
蔽ぺ

い

し
」
を
「
隠
ぺ
い
し
」
に
、「
五
十
万
円
」
を

「
二
百
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
免
か
れ
さ
せ
る
」
を
「
免
れ
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
三
十
万
円
」
を
「
百
五
十
万
円
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
十
万
円
」
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
」
に
改

め
る
。

（
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
租
税
条
約
」
を
「
租
税
条
約
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
我
が
国
以
外
の
締
約
国
（
以
下
「
相
手
国
」と
い
う
。）」

を
「
相
手
国
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

租
税
条
約
等

租
税
条
約
及
び
租
税
情
報
交
換
協
定（
租
税
条
約
以
外
の
我
が
国
が
締
結
し
た
国
際
約
束
で
、

租
税
の
賦
課
又
は
徴
収
に
関
す
る
情
報
を
相
互
に
提
供
す
る
こ
と
を
定
め
る
規
定
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。）を

い
う
。

三

相
手
国
等

租
税
条
約
等
の
我
が
国
以
外
の
締
約
国
又
は
締
約
者
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
の
相
手
国
」
を
「
の
相
手
国
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所

得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法

人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
租
税
条
約
実
施
特
例
法
」
を「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」

に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
相
手
国
と
の
」
を
「
相
手
国
等
と
の
」
に
、「
相
手
国
に
お
い
て
」
を
「
相
手
国
等
に
お

い
て
」
に
、「
第
九
条
の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
九
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
の
五
の

二
第
二
項
」
を
「
第
九
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
相
手
国
」
を
「
相
手
国
等
」
に
、「
第
九
条
の

五
の
二
第
三
項
」
を
「
第
九
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
条
の
五
の
二
第
三
項
」
を
「
第
九

条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
相
手
国
と
の
」
を
「
相
手
国
等
と
の
」
に
、「
当
該
相
手
国
」
を
「
当
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